
事業成長のなかで急務となった
コンプライアンス対応

　1931年にタイムレコーダー製造で創業し
たアマノ。以来、「人と時間」「人と環境」を企
業テーマとして掲げ、時間情報システム、パー
キング、環境、クリーンシステムなどへと事
業の幅を拡大してきた。また、インターネッ
トによる社会構造の変化を積極的にとらえ、
既存事業領域の「e-Business化」を推進。パー
キング事業において、クレジットカードやIC
カード、電子マネー、インターネット認証な
どを用いたシステム・ソリューションとサー
ビスを提案するなど、新しい市場創出に向け
た体制の強化ならびに充実に努めてきた。
　そうした事業成長のなかでアマノが直面し
たのが、CSRやコンプライアンス対応といっ
た課題である。なかでも、早急な対策が求
められたのが、個人情報や顧客情報の保護
をはじめとするセキュリティ対策だった。そ
の背景を、同社の理事であり、情報システ
ム部長を務める佐川泰広氏は、次のように
語る。
　「当社は全国各地に支店・営業所、事業所
80拠点を展開しており、そこで利用してい
るITプラットフォームは、サーバが約200台、
クライアントPCが約3,000台にも及ぶ。こ
れらを全体として十分なセキュリティが確保
できるよう、一元的に可視化して管理できる
仕組みの導入が必要だった」

　そして同社は、2005年末にコンサルティ
ング会社のアドバイスを受けながらセキュリ
ティ・アセスメントを実施。その結果に基づ
いて、統合的なセキュリティ対策を提供する
製品やソリューションの選定に着手したので
ある。

システムとセキュリティを
統合管理する2つのスイート製品

　一口にセキュリティ対策といっても、ソフ
トウェア資産管理や情報漏洩対策、ウイル
ス／スパイウェア対策、パッチ管理など、解
決しなければならない課題は、非常に広範囲
にわたる。これらの課題に対して、個別にソ
リューションを導入して対応するとしたら、
管理者はツールごとに異なるコンソールで操
作を行わなければならなくなり、作業負荷は
増していくばかりだ。少数のスタッフでシス
テムを運用しているアマノにとって、そうし

た作業の負荷の増大はどうしても避けたいこ
とだった。
　そんななかで注目したのがLANDesk 
Softwareが提供するシステム運用管理とセ
キュリティ管理を統合したソリューション
である。具体的には、複数拠点に分散する
クライアントとサーバを一元的に管理する
ために、システム運用管理のスイート製品

「LANDesk Management Suite」を、マル
ウェア（スパイウェアなど）対策やセキュリ
ティ・パッチ配布といったセキュリティ対策
のために、統合セキュリティ管理のスイート
製品「LANDesk Security Suite」を導入した。
　これら2つのスイート製品は、機能のすべ
てを同一のコンソールから操作することがで
きるよう設計されている。そして、この2製
品を合わせて利用することで、ハードウェア
のインベントリ管理から、パッチ管理、ロー
カル・アカウント管理、ファイル交換ソフト
の使用禁止、持ち込みPCの使用禁止、マ
ルウェア対策などといったように、機能間に

「すき間」のない統合的なシステム／セキュ
リティ管理プラットフォームが実現できるの
である。
　各機能がカバーする範囲に微妙なズレが
あったり、管理者が各機能をバラバラに管
理しなければならなかったりすれば、それ自
体がセキュリティ・ホールにもなりかねない。
アマノに対して、今回のソリューション提
案を行なった、ウチダインフォメーションテ

サーバやクライアントPCのセキュリティ対策は、今や、企業のコンプライアンス対応と切り離せない課
題となった。セキュリティ・ホールの放置や資産管理体制の不徹底は、企業価値を著しく損なわせかね
ないのだ。ただ、保有資産が多く、事業所が多岐にわたるような企業にとっては、すべての資産を一元
管理することは容易なことではない。そんななか、時間管理ビジネス最大手のアマノでは、LANDesk 
Softwareの統合管理ソリューションによって、システム運用管理とセキュリティ管理を一元的な管理基
盤に統合した。本稿では、アマノの事例を通して、LANDesk Software製品の導入効果を探りたい。

全国80拠点に分散するIT資産を
LANDesk Software製品で一元管理

コンプライアンス基盤を強化し
“優良企業＆成長企業”を目指す
時間管理ビジネスの最大手アマノ
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クノロジー（UIT） ITサービス営業部 ITサー
ビス営業課の田中寿一氏は、「そうしたITシ
ステムに存在する脆弱性を根本から排除し、
強固なコンプライアンス対応の体制を築きた
いという要件を満たすためには、LANDesk
のスイート製品の組み合わせが最適だった」
と同ソリューションのメリットを語る。
　なお、UITは、LANDesk製品を自社で利
用するユーザー企業でもある。佐川氏は、「そ
うしたUITの実績およびそれに基づく経験と
ノウハウは、LANDesk製品を導入するに至っ
た要因でもあった」と、ユーザーの視点に立っ
たアドバイスが得られたことを大きく評価す
る。

マルチキャスト機能で
業務効率が大きく向上

　2006年5月にLANDeskの統 合 管 理ソ
リューションを導入したアマノは、まず一部
の部門でパイロット・テストを約3週間にわ
たって実施。そして、同年6月に全社的な展
開を図った。システム運用管理を担当する
情報システム部の有村功一氏によると、導
入時期が異なる、すなわちスペックが異なる
クライアントPCに対して、PCの各種情報
を収集するエージェントを均一に展開できる
かどうかが懸念材料だったという。そこで、
パイロット・テストを通じて、ハードウェア
との互換性や他の業務アプリケーションへの

影響度を検証し、問題点を解消したうえで、
展開を2段階に分けて導入を行った。
　導入から約1年を経た現在、LANDeskの
統合管理ソリューションは、アマノにどのよ
うな効果をもたらしたのだろうか。有村氏に
よると、最も効果を実感できる機能は、一
元的な管理コンソール上から、すべてのサー
バとクライアントPCに対して、OSのパッチ
やソフトウェアを一斉に配信できる「マルチ
キャスト機能」「ピアダウンロード機能」そし
て「ポリシーサポートプッシュ機能」だという。
　同社では従来、そうした作業の大部分は、
現場のエンドユーザーの手にゆだねられてい
た。エンドユーザーが本来業務に割くべき時
間をパッチ更新に充てることで業務の妨げに
なることもあった。また、すべてのエンドユー
ザーが、決められた期間内に指示されたパッ
チの適用を完了してくれるとも限らなかった。
　「マルチキャスト機能など優れたソフト
ウェア配信機能を活用することで、ネット

ワーク負荷に影響を与えることなく配信する
ことができ、電源OFF PCにも対応するなど
大幅に改善することができた」（有村氏）

アプリケーション監視を自動化し
コンプライアンスを徹底

　LANDeskの統合管理ソリューションの導
入による、もう1つの大きな効果は、コンプ
ライアンスの徹底だ。同社はそもそも、各ク
ライアントPCに対して詳細な運用規程を取
り決めており、リスクの高いアプリケーショ
ンを勝手にインストールしないようエンド
ユーザーに通達するなど、コンプライアンス
に力を入れていた。それでも、LANDesk製
品導入後には、使用を禁じていたアプリケー
ションがいくつか発見されたのだという。
　情報システム部で係長を務める羽生浩氏
は、「厳格なセキュリティ・ポリシーを設定し、
コンプライアンスの徹底を図っても、運用
面で人間の手作業に頼っていたのでは、セ
キュリティ・リスクを完全には排除できない。
LANDeskの統合管理ソリューションによっ
て、すべてのクライアントPCの可視性を高
め、リスクの高いアプリケーションのイン
ストール状況を可視化し、利用を機械的に
シャット・アウトできるようになった意味は
大きい」と、セキュリティ対策における自動
化の重要性を指摘する。
　このようにして、アマノは、当初からの
目的だったセキュリティ対策を実施すると
ともに、コンプライアンス基盤強化の一環
として整備したのである。情報システム部
長の佐川氏は、「間接的にではあるにしろ、
情報セキュリティに関する知識やノウハウ
は、アマノが展開するさまざまな事業のシス
テム・ソリューションにも生かすことができ
る」と、さらなる強化と改善を目指す考えだ。
LANDeskの統合管理ソリューションは、ア
マノの今後の事業展開にも少なからず影響
を与えているようだ。	 ■
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アマノが導入したLANDesk Software製品の構成図
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